
注意事項 チェック欄

・必要項目の記載漏れがないか。

・事業完了予定日は記入されているか。

・申請者名、設置住所の記載があるか。

・型番、枚数（台数）の記載があるか。

・金額の内訳が分かるようになっているか。

・必要数添付しているか。（１社または２社）　

　※事業区分で異なるため、よくある質問を参照

　ア．法人（個人事業主を除く）

 登記簿謄本又は現在事項全部証明書 ・最新の情報が記載された資料になっているか。（発行から３か月以内のもの）

　イ．個人

 住民票の写し ・最新の情報が記載された資料になっているか。（発行から３か月以内のもの）

　ウ．個人事業主

 住民票の写し ・最新の情報が記載された資料になっているか。（発行から３か月以内のもの）

・県税事務所が発行したものか。　（発行から３か月以内のもの）

　※市町村役場での発行ではありませんのでご注意ください。

 (5.)法人のみ（個人事業主を含む）

 個人住民税の特別徴収実施確認・開始誓約書（要綱様式第2号）

以下、該当する場合のみ

共

通
　補助金交付申請書　 ・郵送での申請の場合のみ

　BCP（事業継続計画）　 ・事業者でBCPありの申請の場合（実績報告までに提出）

　卒FIT･FIP証明 or 非FIT･FIPの証明
・卒FIT・卒FIP証明書　・JPEA発行の認定通知書　・直近の電力受給契約書

　※増設の場合のみ 　上記、いずれか１点を実績報告までに提出

　※新設の場合は、申請時に誓約しているため書類不要

　建築物の確認済証または確認申請書の写し    ・新築に設置の場合（所有者と住所の確認のため）

・１日の蓄電と放電のサイクルが分かる資料（太陽光と同時導入の場合）

・卒FIT後の蓄電池シミュレーション資料（蓄電池単体の場合）

・太陽光発電設備が設置されていることが確認できる書類（実績報告までに提出）

　既に契約済みの場合…設置工事に係る契約書、又は、電力会社へ売電していること

が確認できる書類

　設置予定の場合…太陽光発電設備の設置工事に係る契約書

　間取り図 ・間取り図と見積書に対象位置の番号を記載しているか。

　熱貫流率の確認ができる資料 ・熱貫流率2.3以下の断熱性能を満たすことが確認できるカタログの写し等

・施工前の写真（全体写真、型番の分かるもの）を添付しているか。　　

　※別紙（ふさわしい写真の例）を参照

　設置図 ・設置図と見積書に対象位置の番号を記載しているか。

　既存設備照明器具確認書 ・更新を行う照明器具がLED照明ではないことを実施事業者に確認した。

※ただし、予算が上限に達した場合はその時点で受付終了となります。

L

E

D

 (3.)次に掲げる申請者の区分に応じて、それぞれ定める書類

　蓄電池シミュレーション資料

申請期限

令和8年12月4日(金) 17:00まで

・青色申告に係る納税地が県内の住所地、居住地又は事業所等の所在地であることを

証する書面

太

陽

光

断

熱

　施工前（現設備）の写真

蓄

電

池

　太陽光設備の契約書等（蓄電池単体の場合）

提出書類

 (1.)事業計画書（要綱様式第1号）

 (2.)事業経費に関する見積書

 (4.)県税に未納がないことの証明

 事業所に係る納税通知書の写し等

 　※実績報告の際に、設置前の状況を撮影した写真の提出が必要です。事前にご準備ください。

令和8年度ひなたゼロカーボン加速化事業補助金  交付申請書類チェックリスト

本チェックリストはあくまで、交付申請の手続きを補助するものです。交付要綱・よくある質問等を必ずご確認ください。

　　本チェックリストを活用して申請書類をご確認いただき、提出漏れのないように申請をしてください。(本チェックリストの提出は必要ありません）

　　なお、各様式の記載方法につきましては「記載例」をご確認ください。

 　※審査の際に事業内容が確認できない場合は、本チェックリストに記載のない資料の追加提出を求める場合があります。ご了承ください。


